




  

○添付資料の目次 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２ 

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２ 

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３ 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３ 

２．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………４ 

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４ 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６ 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………８ 

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………８ 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………８ 

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………８ 

  

武蔵野興業㈱　(9635)　平成27年3月期　第1四半期決算短信

1



１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動もあり、製造業、

卸・小売業等を中心に景況感はマイナスに転じ、当社を含めたサービス関連産業におきましても、消費者の動向に気

を配りながら景況を伺う状況でありました。このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業

績につきましては、映画事業部門は「シネマカリテ」の開業諸費用等営業コストの負担は引き続きあるものの、映画

祭の開催など、話題作を多く上映することができ、売上高は前年同期と比べ増加いたしました。不動産事業部門、自

動車教習事業部門は、一部に消費税増税後の反動もありましたが、概ね堅調な営業成績となりました。以上のことか

ら、全体として売上高は４億１千３百万円（前年同期比2.5%増）、営業利益は４千７百万円（前年同期比33.3%増）、

経常利益は５千４百万円（前年同期比3.3%減）、四半期純利益は５千１百万円（前年同期比6.3%減）となりました。 

 当第１四半期連結累計期間のセグメント情報ごとの業績の状況は以下の通りであります。  

 （「生産、受注及び販売の状況」については、当社は映画事業や不動産事業を中心に業態を形成しており、受注・

販売形式の営業活動は行っておりません。販売の状況については、下記に示したセグメント情報ごとの業績の状況を

ご参照ください。） 

  

（映画事業部門）  

 「シネマカリテ」の減価償却費等開業諸費用の負担は引き続きあるものの、『チョコレート・ドーナツ』『グラン

ド・ブダペスト・ホテル』等、「新宿武蔵野館」「シネマカリテ」両劇場において話題作を多く上映することができ

たことに加え、「シネマカリテ」にて開催した映画祭が好評を博し、売上高の増加に貢献いたしました。その結果、

部門全体の売上高は１億４千８百万円（前年同期比24.8%増）、セグメント利益は１百万円（前年同期は１千万円のセ

グメント損失）となりました。  

 （不動産事業部門）  

 賃貸部門におきましては、主要なテナントビルの状況に大きな変化はなく、営業成績は堅調に推移いたしました。

販売部門におきましては、消費税増税後の市況の変化に気を配りつつも、具体的な営業活動は控えております。その

結果、部門全体の売上高は１億３千３百万円（前年同期比1.7%増）、セグメント利益は８千２百万円（前年同期比

5.7%増）となりました。  

 （自動車教習事業部門）  

 消費税増税後の反動もあり売上高は前年同期に比べやや減少したものの、卒業シーズンの学生を中心とした新規教

習生の獲得に目立った落ち込みはなく、営業成績は堅調に推移いたしました。その結果、部門全体の売上高は１億２

百万円（前年同期比6.8%減）、セグメント利益は２千５百万円（前年同期比7.6%減）となりました。  

 （商事事業部門）  

 住宅関連資材の販売および東京都目黒区において経営委託している飲食店は、消費税増税後の影響もあり売上高は

減少いたしました。その結果、部門全体の売上高は２千４百万円（前年同期比36.0%減）、セグメント利益は１百万円

（前年同期比58.8%減）となりました。 

 （その他） 

 主としてマクミラン・アリスの版権料収入や自販機手数料等でありますが、全体として売上高は５百万円（前年同

期比1.9%減）、セグメント利益は1百万円（前年同期比18.2%減）となりました。 

  

※ スポーツ・レジャー事業部門は営業中止中であります。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第1四半期連結会計期間末における総資産は、主に不動産の信託受益権の取得により、現金及び預金が減少した一

方、当該不動産の土地建物が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ２百万円増の61億３千１百万円となりま

した。 

 負債合計は、有利子負債の返済を進めたことなどから、前連結会計年度末に比べ４千９百万円減の29億９千９百万

円となりました。  

 純資産合計は、主に四半期純利益の計上により、前連結会計年度末に比べ５千２百万円増の31億３千２百万円とな

りました。 

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第1四半期におきましては、消費税増税による収益への影響が一部に懸念されたものの、映画事業および不動産事

業の業績は比較的堅調に推移し、前年同期に比べ売上高は増加いたしました。しかしながら第2四半期以降の見通しに

つきましては、自動車教習事業においては、学生の卒業シーズン終了による教習生の減少が予想されること、映画事

業においては、第1四半期と同様の営業成績を収められるか予想が困難であること、また、関連会社においては、今後

所有不動産の修繕費の発生が見込まれること等により、それぞれ経営成績への影響が予想されることから、現時点に

おきましては、平成26年５月14日に公表した連結業績予想の変更は行いません。 
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２．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

   

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,051,357 897,271 

    受取手形及び売掛金 43,279 38,140 

    たな卸資産 1,168 1,089 

    繰延税金資産 18,500 18,500 

    その他 49,490 58,447 

    貸倒引当金 △372 △342 

    流動資産合計 1,163,423 1,013,106 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 577,034 572,776 

      機械装置及び運搬具（純額） 7,232 6,153 

      工具、器具及び備品（純額） 30,245 29,611 

      土地 3,776,428 3,927,658 

      リース資産（純額） 76,819 72,439 

      有形固定資産合計 4,467,760 4,608,640 

    無形固定資産     

      借地権 67,260 67,260 

      その他 12,041 11,497 

      無形固定資産合計 79,301 78,757 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 315,481 325,670 

      長期貸付金 1,760 1,760 

      敷金及び保証金 66,924 66,924 

      その他 41,026 43,073 

      貸倒引当金 △6,277 △6,277 

      投資その他の資産合計 418,915 431,151 

    固定資産合計 4,965,977 5,118,549 

  資産合計 6,129,401 6,131,656 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 90,496 95,561 

    短期借入金 203,516 203,516 

    リース債務 17,519 17,519 

    未払法人税等 7,934 2,992 

    賞与引当金 11,896 20,949 

    その他 170,694 164,574 

    流動負債合計 502,057 505,112 

  固定負債     

    長期借入金 484,066 433,187 

    リース債務 59,300 54,920 

    役員退職慰労引当金 15,816 15,816 

    退職給付に係る負債 119,406 121,625 

    長期預り敷金 604,089 604,089 

    再評価に係る繰延税金負債 1,259,617 1,259,617 

    その他 4,865 4,999 

    固定負債合計 2,547,161 2,494,256 

  負債合計 3,049,219 2,999,369 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,004,500 1,004,500 

    利益剰余金 △192,686 △140,779 

    自己株式 △7,373 △7,373 

    株主資本合計 804,440 856,347 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,078 1,276 

    土地再評価差額金 2,274,663 2,274,663 

    その他の包括利益累計額合計 2,275,741 2,275,939 

  純資産合計 3,080,181 3,132,286 

負債純資産合計 6,129,401 6,131,656 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 403,679 413,947 

売上原価 204,829 207,375 

売上総利益 198,849 206,572 

販売費及び一般管理費 163,307 159,207 

営業利益 35,541 47,364 

営業外収益     

  受取利息及び配当金 35 37 

  持分法による投資利益 2,629 9,945 

  貸倒引当金戻入額 22,500 － 

  その他 69 787 

  営業外収益合計 25,234 10,770 

営業外費用     

  支払利息 3,696 3,100 

  その他 1,085 862 

  営業外費用合計 4,781 3,962 

経常利益 55,994 54,172 

税金等調整前四半期純利益 55,994 54,172 

法人税、住民税及び事業税 607 2,265 

法人税等合計 607 2,265 

少数株主損益調整前四半期純利益 55,386 51,906 

四半期純利益 55,386 51,906 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 55,386 51,906 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △6 198 

  その他の包括利益合計 △6 198 

四半期包括利益 55,379 52,105 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 55,379 52,105 
 

武蔵野興業㈱　(9635)　平成27年3月期　第1四半期決算短信

7



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

    該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、版権事業その他であります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

 

            (単位：千円) 

  

報告セグメント 

その他 合計 

映画事業 不動産事業 
自動車教
習事業 

商事事業 計 

売上高               

  外部顧客への売上
高 

118,804 130,987 109,676 38,169 397,638 6,040 403,679 

  セグメント間の内
部売上高又は振替高 

― 17,604 ― ― 17,604 ― 17,604 

計 118,804 148,591 109,676 38,169 415,242 6,040 421,283 

セグメント利益又は
セグメント損失(△) 

△10,504 77,876 27,884 3,372 98,628 2,417 101,046 

 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 98,628 

「その他」の区分の利益 2,417 

セグメント間取引消去 △55 

全社費用(注) △65,449 

四半期連結損益計算書の営業利益 35,541 
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、版権事業その他であります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントごとの資産に関する情報 

当第1四半期連結会計期間において、新たに不動産に係る信託受益権を取得したことに伴い、不動産事業のセグメン

ト資産が152,714百万円増加しております。 

 

            (単位：千円) 

  

報告セグメント 

その他 合計 

映画事業 不動産事業 
自動車教
習事業 

商事事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上
高 

148,229 133,151 102,226 24,413 408,019 5,928 413,947 

  セグメント間の内
部売上高又は振替高 

― 17,604 ― ― 17,604 ― 17,604 

計 148,229 150,755 102,226 24,413 425,623 5,928 431,551 

セグメント利益 1,183 82,298 25,755 1,389 110,627 1,978 112,605 

 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 110,627 

「その他」の区分の利益 1,978 

セグメント間取引消去 128 

全社費用(注) △65,369 

四半期連結損益計算書の営業利益 47,364 
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